
 

 

 

 

 

 

                                                

  

正式に気象庁から梅雨明けの発表はありませんが、暑さが本格的になり、子どもたちは、暑さ指

数を気にしながら休み時間になると元気いっぱいに活動しています。６月２２日から６月２６日ま

で行われた個人懇談にはご多様の中、来校いただきありがとうございました。保護者の皆様には、

４月からの子どもたちの様子や成長をお話しすることができました。また、学校生活における課題

については、今後の指導に生かしていきたいと思います。 

 さて、いよいよ夏休みが始まります。今年度は土日を含めて３９日間の夏休みになります。長い

夏休み、①熱中症に気をつけて、早寝・早起き・朝ご飯を続ける。②健康と安全を心がける。特に

川遊びには十分注意し、子どもだけでは絶対に行かな

い。③少しの時間でも、時刻や時間を決めて学習する。

④外出するときは必ず行き先を告げ、帰宅時刻を守る。

特に不審者には十分注意する。に気をつけて生活がで

きるといいと思います。１学期間の皆様のご理解とご

協力に感謝します。ありがとうございました。よい夏休

みをお子さんとともにお過ごしください！ 

                                

                                

                               

西小では、２年生と５年生で着衣泳の学習を行っています。服を着たま 

ま水の中に入り、水難事故の危険性を学ぶと同時に、身近にあるペットボト

ルを使って体を浮かせることができるなど、自分の命を守るための大切な知

識を身につけました。この季節になると全国各地で水の事故のニュースが流

れます。西小の学区にも川や貯水池などがあります。夏休み中も水の事故に

遭わないように子どもたちには、注意してほしいと思います。 

 

 

 ６月８日（月）から１９日（金）まであじさい読書週間となっていました。

近年、生活環境の変化や様々なメディアの発達・普及などを背景として、 

「読書離れ」「活字離れ」が指摘されています。しかし、読書は語彙力や読解

力を育むだけでなく、豊かな想像力や考える力、相手の気持ちを思いやる心

を育てる大切な機会でもあります。 

読書週間中は、本の貸し出し冊数を通常の２冊から３冊に増やしたり、「し

おりコンテスト」を実施して児童や教職員から作品を募集したりしました。

応募作品は図書委員会で審査し、夏休み明けに結果を発表する予定です。ま

た、６月１７日には、図書委員会が絵本『おおかみのおなかのなかで』の読

み聞かせを行い、その後、物語の内容に関するクイズを出題しました。子ど

もたちは楽しみながら、読書への関心を高めるよい機会となりました。 
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学校教育目標 

○よく考える子 

○自他を尊重し思いやりのある子 

○ねばり強い子 

○心身ともに健康な子

いよいよ夏休みです！

あじさい読書週間！



８月２６日（水）２学期始業式   ９月５日（土）ＰＴＡ環境美化作業  １０月３日（土）秋季大運動会 

 

 今年度の児童会スローガン「きらめけ だれもが一番星」のもと、「明るく元気な学校にしたい」

「みんなが自分らしく過ごし、誰とでも仲良くしたい」という願いを込めて、７月初めにあいさつ

運動と「あいさつビンゴ」に取り組みました。取組期間中は、校内のあちらこちらから元気なあい

さつが聞こえ、笑顔で声を掛け合う姿がたくさん見られました。学校全体が明るく温かな雰囲気に

包まれ、児童会が目指した「笑顔で明るい学校」づくりにつながる、すばらしい取組となりました。 

今回の取組で生まれた明るい雰囲気をこれからも大切にし、一人一人が気持ちのよいあいさつを

続けることで、さらに笑顔あふれる学校にしていってほしいと願っています。 

 

 

６月１８日（木）、５年生を対象に人権集会を行いました。人権擁

護委員の方から、教科書で学ぶ基本的人権についてのお話を伺った

後、体の不自由な方への理解や配慮について考えるビデオを視聴しま

した。その後は班ごとに意見を出し合い、自分たちの考えをまとめて

発表しました。 

今回の集会では、体の不自由な方の生活や思いに触れ、「自分だっ

たらどのように声をかけるだろう」「困っている人がいたら何ができ

るだろう」と、一人一人が自分のこととして考えることができました。

人権を大切にすることは、知識を身に付けることだけではなく、相手

の立場に立って考え、思いやりのある行動につなげることです。子ど

もたちは友達との話合いをとおして様々な考えに触れ、人を思いやる

ことの大切さを改めて学ぶ貴重な機会となりました。 

 

 

５月の学年部会では、「子どもたちのために、家庭と学校が同じ方向を向いて歩んでいきましょ

う」というお話をさせていただきました。学校では、子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、

一つ一つの教育活動に丁寧に取り組んでいます。しかし、どれだけ注意を払っていても、行き違い

や思い違いなどが生じてしまうことがあります。そのようなときこそ、学校だけ、あるいはご家庭

だけが対応するのではなく、お互いに情報を共有し、支え合いながら子どもたちにとってよりよい

方法を一緒に考えていくことが大切だと考えています。今後も保護者の皆様のご理解とご支援を賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 

※夏休みの課題を「宿題についても必ずやってほしいもの」「ポスターや作文，自由研究・感想

文」等、ご家庭でお子さんの興味関心に合わせて自由に選べるような課題設定にしました。お子さ

んと話し合いながら、無理のないよう取り組んでみてください。 

 

 

 

 

                                                                                                                     

 

ご支援ありがとうございました 

６月に学校運営協議会(コミュニティースクール)の委員の方や地域の方々，バスケットボー

ルのスポーツ少年団の関係者，少年野球の関係者のみなさんに草刈りをしていただきました。  

これ以外にも，見えないところでたくさんの方々に学校が支えられていることと思います。

学校へのご支援、本当にありがとうございました。 

人権集会！

校長室での独り言


